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平成 23 年３月期 第２四半期累計期間（連結・個別）業績予想との差異 
及び平成 23 年３月期 通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向を踏まえ、平成 22 年５月 12 日に公表いたしました平成 23 年３月期第２四半期累計期間
（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日）の業績予想との差異及び平成 23 年３月期通期（平成 22 年４月
１日～平成 23 年３月 31 日）の業績予想について修正いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 
記 

平成 23 年３月期第２四半期累計期間連結業績予想数値と実績値との差異（平成 22 年４月１日 ～ 平成 22 年９月 30 日） 

                                          （金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） 2,250 15 0 0 0.00 

実    績    値（B） 2,506 △90 △112 △121 △1.69 

差       額（Ｂ－Ａ） 256 △105 △112 △121 ― 

差    額    率（％） 11.4 ― ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年３月期第２四半期） 
2,428 △234 △333 △324 △4.52 

 
平成 23 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日 ～ 平成 23 年３月 31 日） 

（金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） 4,500 80 50 45 0.62 

今 回 発 表 予 想（B） 5,000 △20 △50 △60 △0.83 

増   減   額（Ｂ－Ａ） 500 △100 △100 △105 ― 

増    減    率（％） 11.1 ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年３月期） 
4,818 △388 △485 △569 △7.93 
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平成 23 年３月期第 2四半期累計期間個別業績予想数値と実績値との差異（平成 22 年４月１日 ～ 平成 22 年９月 30 日） 

                                         （金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） 1,300 △5 △22 △24 △0.33 

実    績    値（B） 1,497 △31 △44 64 0.90 

差       額（Ｂ－Ａ） 197 △26 △22 88 ― 

差    額    率（％） 15.2 ― ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年３月期第２四半期） 
1,442 △97 △134 △112 △1.56 

 
平成 23 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 22 年４月１日 ～ 平成 23 年３月 31 日） 

（金額の単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想（A） 2,700 35 5 0 0.00 

今 回 発 表 予 想（B） 2,700 △25 △40 65 0.90 

増  減  額（Ｂ－Ａ） ― △60 △45 65 ― 

増  減  率（％） ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年３月期） 
2,922 △194 △233 △299 △4.17 

修正の理由 

 当第２四半期累計期間の連結・個別の業績における売上高については、LED 応用技術を活かした国内向けデ

ジタルサイネージの売上が順調に推移し、新規事業の LED 照明、官公需特注関連部門は低調でしたが若干の増

収になりました。 

一方、利益面では、景気低迷の影響が著しい料飲食業・サービス業を主力市場とした既存販売会社の倒廃業

によるリストラ費用の発生及び陳腐化した商品の赤字処分等予想外の損失の発生により営業利益、経常利益及

び四半期純利益は予想を下回りました。 

個別での四半期純利益の増加につきましては、事業の再構築による国内販社の再編・統合による特別利益と

して関係会社に対する営業権譲渡益（61 百万円）、関係会社他に対する貸倒引当金戻入益（72 百万円）、訴訟

損失引当金戻入益（10 百万円）、また、特別損失として投資有価証券評価損（30 百万円）を計上したことによ

るものであります。 

なお、通期業績予想につきましては好調に推移しているデジタルサイネージ事業を中心に省エネ商材である

LED 照明及び官公需向け特機商材の投入により国内会社の収益改善を図ります。海外事業の再リストラ並びに

国内販社グループの再編統合も引き続き行ってまいります。下半期では、収支の黒字化を図ります。 

  

（注）上記業績予想値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後様々な要因により予想数値と異なってくる可能性があります。 
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